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07 建築大工

ものづくりの楽しさが実感できる感動の職種

第30回 競技課題

のみ
木材に穴や溝を
掘る道具

かんな
材木の表面を削って
なめらかにする道具

08 かわらぶき

瓦1400年の歴史、現代につづく技の妙技
「粘土瓦」は、1400年の歴史のある屋根材で、"耐久性""耐熱性""強度"に優れ、環境に

とってもやさしい屋根材です。住宅を風雨などから守る大切な屋根。その屋根の瓦を葺

く技術「かわらぶき」は、普段はあまり見られる機会がありません。身近で見られる匠の

技を、お見逃しなくご覧ください。

競技概要

第30回 競技課題

本年度は、4面を最大に使用する納まりで、3面は万十軒瓦での

納まりでシンプルにしているが、1面はすがる部を作り一文字軒

瓦、袖瓦、一文字袖角瓦をいかに美しく収めるか、四隅の鬼瓦部

の内二ケ所を熨斗端瓦（のしはしがわら）と無地巴（むじどもえ）

での工夫した納め、又頂点である四つ又部をいかに華麗に納め

るかを問う課題となります。

方形架台のうち、すがる部がある一面は万十軒瓦では

なく、あえて一文字軒瓦を使用するため、袖瓦、一文字

袖角瓦との取り合いの美しさが見どころとなります。ま

た、方形屋根の頂点の華麗な収まりや、四隅の隅部の

無地巴の納まりなども、各選手の創意と工夫があらわ

れる見どころポイントとなるでしょう。

現寸図は、全ての基本となる部分です。これを速く正確

に書くことが重要です。 また、木削りが素早くできるこ

と、墨付けが正確にできること、加工能力なども競技の

大切なポイントです。

たがね
瓦を削るために使う道具

鬼瓦
厄除と装飾を目的に
設置される瓦

技能検定職種名（作業名）　建築大工（大工工事作業） 技能検定職種名（作業名）　かわらぶき（かわらぶき作業）

建築大工とは現代では主に、木造建築物の墨付け・加工・建方・

造作取付などに従事する大工職人のことを言います。「大工」

は、古来より政府の建築技術官の最高の地位を占めるものを指

し、必ずしも木工大工職人には限られていませんでした。また、

優れた大工職人を一般的に棟梁と呼ぶことがありますが、棟梁

はもともと建築工事組織におけ る最高技術者であり、監督のこ

とを指しました。

競技概要
競技は、課題図に示された複雑な形状の「正五角形小屋組」を

製作し、その技術・技能の出来栄えを競います。

競技時間 12時間（1日目7時間／2日目5時間）

競技時間 10時間45分（1日目6時間30分／2日目4時間15分）
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